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  （百万円未満切捨て）

１．平成28年12月期第２四半期の連結業績（平成27年９月１日～平成28年２月29日） 

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属する 

四半期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

28年12月期第２四半期 24,775 － 1,996 － 1,760 － 1,335 － 

27年８月期第２四半期 27,251 9.4 2,925 28.3 3,472 44.0 2,501 88.7 
 
（注）包括利益 28年12月期第２四半期 △1,305 百万円 （－％）   27年８月期第２四半期 5,663 百万円 （146.2％） 
 

  １株当たり四半期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

28年12月期第２四半期 98.81 － 

27年８月期第２四半期 185.10 － 

 
（２）連結財政状態 

  総資産 純資産 自己資本比率 

  百万円 百万円 ％ 

28年12月期第２四半期 42,185 33,226 78.8 

27年８月期 47,884 35,950 75.1 
 
（参考）自己資本 28年12月期第２四半期 33,226 百万円   27年８月期 35,950 百万円 

 
２．配当の状況 

  
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 第４四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

27年８月期 － 0.00 － － 105.00 105.00 

28年12月期 － 0.00         

28年12月期（予想）     － － 104.00 104.00 
 
（注１）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無 

（注２）平成27年８月期の期末配当金の内訳 普通配当95円00銭 記念配当10円00銭 

 

３．平成28年12月期の連結業績予想（平成27年９月１日～平成28年12月31日） 

  （％表示は、対前期増減率）
 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属 
する当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通期 60,000 － 4,500 － 4,300 － 3,400 － 251.55 
 
（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無    

 平成28年12月期は決算期変更の経過期間となることから、通期業績予想においては、従来８月決算会社であった連
結対象会社は16ヶ月間（平成27年９月１日～平成28年12月31日）、６月決算または12月決算会社であった連結対象会
社は18ヶ月間（平成27年７月１日～平成28年12月31日）を連結対象期間とした予想数値を記載しています。 



※  注記事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）： 無    

新規  －社  （社名）－、                 除外  －社  （社名）－ 

 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 有    

（注）詳細は、添付資料P．3「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に

特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ： 有    
 

②  ①以外の会計方針の変更                      ： 無    
 

③  会計上の見積りの変更                        ： 無    
 

④  修正再表示                                  ： 無    

（注）詳細は、添付資料P．3「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見

積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

 

（４）発行済株式数（普通株式） 

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 28年12月期２Ｑ 14,128,929 株 27年８月期 14,128,929 株 

②  期末自己株式数 28年12月期２Ｑ 612,662 株 27年８月期 612,622 株 

③  期中平均株式数（四半期累計） 28年12月期２Ｑ 13,516,290 株 27年８月期２Ｑ 13,516,498 株 

 

 
 

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であります。この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続は完了しております。 

 

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 当連結会計年度（平成28年12月期）は、決算期変更により変則的な決算となっております。このため、対前年同四

半期増減率については記載しておりません。詳細については、添付資料P．2「１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明」をご覧ください。 

 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料P．2「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情

報に関する説明」をご覧ください。 
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間における世界経済は、米国においては、新興国経済の減速に伴う景気への下押し圧力

が続いているものの、内需の堅調さ・雇用環境の改善により、緩やかな回復傾向を維持しております。一方、中国

においては、政府による財政・金融政策が経済を下支えするも、消費の回復ペースの鈍さと輸出の低迷が続いてい

ることから減速傾向が続いております。他のアジア地域においても、輸出が低水準で推移し、中国への依存度が高

いことから外需が伸び悩み、景気回復のテンポは依然として弱いものがあります。総じて、中国リスクへの警戒感

や新興国経済の減速など、世界経済全体はこの先も不透明な状況が続くものと思われます。 

 また、我が国経済においては、企業の設備投資は緩やかに推移し雇用・所得環境は底堅いものの、世界経済の減

速や不安定な為替相場の影響等もあり、力強さに欠けた状態が続いております。 

 このような経営環境の中で、当社グループは一丸となり、迅速かつ慎重に市場動向を見極め、地域・商品・顧客

のそれぞれの領域において更なる事業拡大に取り組んでまいりました。また、中核の事業である「ソフトプレス」

の技術を磨くとともに、事業領域を拡げるために、設備・技術向上に対する投資を進め、業績向上に努めてまいり

ました。 

 この結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は24,775百万円、営業利益は1,996百万

円、経常利益は1,760百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,335百万円となりました。

 

 セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。

 日本は、事業を取り巻く環境が厳しくＯＡ機器・自動車向けの売上が減少し、売上高は4,941百万円、営業損失

は62百万円となりました。東南アジアは、全体として底堅く推移し、売上高は8,461百万円、営業利益は528百万円

となりました。中国は、経済成長が減速する中、スマートフォン向けをはじめ各分野とも軟調化を示し、売上高は

10,236百万円、営業利益は735百万円となりました。その他の売上高は1,136百万円、営業利益は85百万円となりま

した。

 なお、平成26年11月27日開催の第59回定時株主総会において「定款一部変更の件」が承認されたことを受け、平

成28年12月期より決算期を８月31日から12月31日に変更しております。これらに伴い、当連結会計年度は決算期変

更の経過期間となることから、当第２四半期連結累計期間については、従来８月決算会社であった連結対象会社は

６ヶ月間（平成27年９月１日～平成28年２月29日）、６月決算または12月決算会社である連結対象会社は８ヶ月間

（平成27年７月１日～平成28年２月29日）を連結対象期間とした変則的な決算となっております。このため、対前

年同四半期増減率については記載しておりません。 

 

 （２）財政状態に関する説明

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ5,699百万円減少し、42,185百万円となりま

した。その主な要因は、受取手形及び売掛金の減少2,222百万円であります。負債は、前連結会計年度末に比べ

2,974百万円減少し、8,958百万円となりました。その主な要因は、支払手形及び買掛金の減少1,718百万円であり

ます。純資産は、前連結会計年度末に比べ2,724百万円減少し、33,226百万円となりました。その主な要因は、為

替換算調整勘定の減少2,139百万円であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 今後の見通しにつきましては、現時点における経営環境などを勘案し、平成27年10月15日に公表いたしました平

成28年12月期の連結業績予想を平成28年３月10日に修正いたしました。

詳細につきましては、その際に開示いたしました「平成28年12月期第２四半期（累計）連結業績および通期連結業

績予想の修正に関するお知らせ」のとおりであります。

 なお、為替レートにつきましては、１米ドル＝115円に変更し算出しております。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

当第２四半期連結累計期間において、重要な子会社の異動はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当社及び国内連結子会社は、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて

計算しております。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合

には、法定実効税率を用いた計算をしております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以降実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取り扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から

将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。

 

（４）追加情報

連結決算日の変更に関する事項

 第１四半期連結会計期間より、当社及び従来８月決算会社であった連結対象会社は、決算日を８月31日から12月

31日に変更し、同時に連結決算日を８月31日から12月31日に変更しております。この変更は、海外子会社を含めグ

ループ全体として事業年度を統一することによって、連結決算や業績開示等を適切かつ機動的に行うことができる

ようにするためであります。

 当該変更に伴い、従来８月決算会社であった連結対象会社は、平成27年９月１日から平成28年２月29日までの６

ヶ月間を、６月決算または12月決算会社である連結対象会社は、平成27年７月１日から平成28年２月29日までの８

ヶ月間を連結対象期間とする変則的な決算となっております。

 なお、６月決算または12月決算会社である連結対象会社における平成27年７月１日から平成27年８月31日までの

損益については、連結損益計算書を通して調整する方法を採用しており、同期間の売上高（個別財務諸表の合計

額。以下同じ。）は7,111百万円、営業利益は343百万円、経常利益は331百万円、税金等調整前四半期純利益は332

百万円であります。

 

有償支給取引の消去

 従来、取引先からの有償支給部品に係る取引について重要性を考慮したうえで売上高と材料費（売上原価）を総

額表示しておりましたが、金額的重要性が増してきたため第１四半期連結会計期間より売上高と材料費（売上原

価）を相殺し、純額で表示することにいたしました。

 この結果、純額表示を行う前と比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高と売上原価がそれぞれ612百万円減

少しております。また、在庫に含まれている未実現利益についても消去いたしましたが、損益に与える影響は軽微

であります。なお、セグメント情報に与える影響については、当該個所に記載しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年８月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年２月29日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 17,728 15,752 

受取手形及び売掛金 11,032 8,810 

有価証券 61 57 

商品及び製品 1,653 1,455 

仕掛品 368 269 

原材料及び貯蔵品 2,346 2,176 

繰延税金資産 235 224 

その他 490 382 

貸倒引当金 △119 △83 

流動資産合計 33,798 29,044 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 10,407 9,878 

減価償却累計額 △6,834 △6,678 

建物及び構築物（純額） 3,572 3,200 

機械装置及び運搬具 9,148 8,237 

減価償却累計額 △6,227 △5,756 

機械装置及び運搬具（純額） 2,921 2,481 

工具、器具及び備品 1,947 1,804 

減価償却累計額 △1,523 △1,455 

工具、器具及び備品（純額） 423 349 

土地 1,692 1,667 

建設仮勘定 221 265 

有形固定資産合計 8,831 7,963 

無形固定資産    

ソフトウエア 248 209 

ソフトウエア仮勘定 2 20 

その他 0 0 

無形固定資産合計 250 230 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,025 3,266 

繰延税金資産 131 116 

その他 866 1,583 

貸倒引当金 △19 △19 

投資その他の資産合計 5,003 4,946 

固定資産合計 14,085 13,140 

資産合計 47,884 42,185 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年８月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年２月29日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 6,985 5,266 

短期借入金 1,109 1,099 

1年内返済予定の長期借入金 15 14 

未払法人税等 554 162 

賞与引当金 425 344 

その他 1,359 865 

流動負債合計 10,449 7,752 

固定負債    

長期借入金 35 28 

繰延税金負債 979 690 

退職給付に係る負債 309 332 

その他 159 155 

固定負債合計 1,484 1,206 

負債合計 11,933 8,958 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,331 2,331 

資本剰余金 2,450 2,450 

利益剰余金 27,530 27,446 

自己株式 △850 △850 

株主資本合計 31,462 31,378 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,388 910 

為替換算調整勘定 3,018 879 

退職給付に係る調整累計額 81 57 

その他の包括利益累計額合計 4,488 1,847 

純資産合計 35,950 33,226 

負債純資産合計 47,884 42,185 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年９月１日 

 至 平成27年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年９月１日 
 至 平成28年２月29日) 

売上高 27,251 24,775 

売上原価 21,013 19,260 

売上総利益 6,237 5,515 

販売費及び一般管理費 3,312 3,519 

営業利益 2,925 1,996 

営業外収益    

受取利息 32 64 

受取配当金 17 23 

為替差益 561 － 

その他 52 93 

営業外収益合計 663 182 

営業外費用    

支払利息 20 11 

為替差損 － 393 

その他 96 11 

営業外費用合計 117 417 

経常利益 3,472 1,760 

特別利益    

固定資産売却益 19 7 

特別利益合計 19 7 

特別損失    

固定資産除売却損 22 6 

ゴルフ会員権評価損 5 － 

特別損失合計 27 6 

税金等調整前四半期純利益 3,464 1,761 

法人税等 962 425 

四半期純利益 2,501 1,335 

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,501 1,335 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年９月１日 

 至 平成27年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年９月１日 
 至 平成28年２月29日) 

四半期純利益 2,501 1,335 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 415 △477 

為替換算調整勘定 2,765 △2,139 

退職給付に係る調整額 △19 △23 

その他の包括利益合計 3,161 △2,640 

四半期包括利益 5,663 △1,305 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 5,663 △1,305 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年９月１日 

 至 平成27年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年９月１日 
 至 平成28年２月29日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 3,464 1,761 

減価償却費 647 722 

賞与引当金の増減額（△は減少） △45 △70 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12 △1 

受取利息及び受取配当金 △50 △88 

支払利息 20 11 

為替差損益（△は益） △299 225 

固定資産除売却損益（△は益） 2 △0 

ゴルフ会員権評価損 5 － 

売上債権の増減額（△は増加） △967 1,216 

たな卸資産の増減額（△は増加） 46 43 

仕入債務の増減額（△は減少） 214 △1,008 

その他 △285 99 

小計 2,766 2,909 

利息及び配当金の受取額 56 86 

利息の支払額 △31 △17 

関係会社整理損の支払額 △11 － 

法人税等の支払額 △638 △882 

法人税等の還付額 0 2 

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,142 2,098 
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    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成26年９月１日 

 至 平成27年２月28日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年９月１日 
 至 平成28年２月29日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △489 △3,143 

定期預金の払戻による収入 490 1,327 

有価証券の取得による支出 △0 △0 

有形固定資産の取得による支出 △812 △590 

有形固定資産の売却による収入 26 7 

無形固定資産の取得による支出 △14 △51 

投資有価証券の取得による支出 △0 △0 

投資有価証券の売却及び償還による収入 29 30 

関係会社出資金の払込による支出 － △24 

関係会社株式の取得による支出 △31 △747 

その他 △63 △24 

投資活動によるキャッシュ・フロー △866 △3,217 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △473 0 

長期借入金の返済による支出 △12 △7 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △20 △20 

配当金の支払額 △513 △1,417 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,019 △1,444 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,239 △975 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,495 △3,538 

現金及び現金同等物の期首残高 12,126 17,133 

現金及び現金同等物の四半期末残高 13,622 13,594 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年９月１日 至 平成27年２月28日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

(注)１ 
合計 調整額 

(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３   日本 東南アジア 中国 計 

売上高                

(1)外部顧客への売上高 5,966 7,367 12,946 26,280 970 27,251 － 27,251 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
1,658 283 533 2,474 2 2,476 △2,476 － 

計 7,625 7,650 13,479 28,755 972 29,728 △2,476 27,251 

セグメント利益 312 768 1,186 2,268 64 2,332 593 2,925 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、北米等の現地法人の事業活動を

含んでおります。

２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年９月１日 至 平成28年２月29日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

(注)１ 
合計 

調整額 
(注)２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
(注)３   日本 東南アジア 中国 計 

売上高                

(1)外部顧客への売上高 4,941 8,461 10,236 23,639 1,136 24,775 － 24,775 

(2)セグメント間の内部売上高

又は振替高 
1,498 202 679 2,380 10 2,391 △2,391 － 

計 6,439 8,664 10,916 26,020 1,147 27,167 △2,391 24,775 

セグメント利益 

又はセグメント損失（△） 
△62 528 735 1,201 85 1,287 708 1,996 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、北米等の現地法人の事業活動を

含んでおります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去等であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項 

（連結決算日の変更に関する事項）

 第１四半期連結会計期間より、当社及び従来８月決算会社であった連結対象会社は、決算日を８月31日から12月31

日に変更し、同時に連結決算日を８月31日から12月31日に変更しております。

 当該変更に伴い、従来８月決算会社であった連結対象会社は平成27年９月１日から平成28年２月29日までの６ヶ月

間を、６月決算または12月決算会社である連結対象会社は、平成27年７月１日から平成28年２月29日までの８ヶ月間

を連結対象期間とする変則的な決算となっております。

 なお、６月決算または12月決算会社である連結対象会社における平成27年７月１日から平成27年８月31日までの損

益については、連結損益計算書を通して調整する方法を採用しており、同期間の売上高（個別財務諸表の合計額。以

下同じ。）は「東南アジア」で2,442百万円、「中国」で4,362百万円であり、セグメント利益は「東南アジア」で

176百万円、「中国」で149百万円であります。

 

（有償支給取引の消去）

 「追加情報」に記載のとおり、従来取引先からの有償支給部品に係る取引について重要性を考慮したうえで売上高

と材料費（売上原価）を総額表示しておりましたが、金額的重要性が増してきたため第１四半期連結会計期間より売

上高と材料費（売上原価）を相殺し、純額で表示することにいたしました。それに伴い、報告セグメントごとの売上

高及び利益の金額の算定方法を変更しております。

 この結果、純額表示を行う前と比べて、当第２四半期連結累計期間の売上高、売上原価が「日本」で309百万円、

「東南アジア」で35百万円、「中国」で267百万円それぞれ減少しております。またセグメント利益への影響は軽微

であります。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

 該当事項はありません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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